
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月行事予定表 

泊中だより 
第 ７ 号          令和７年１０月３１日発行  

 

「生徒が主語の生徒指導」 校 長   工藤 淳一 

泊中学校ホームページ        

随時更新しています！ 

     【QRコード】 ⇒ 

ＵＲＬ   

https://tomarijh.wixsite.com/index 

保護者、地域の皆様は、『生徒指導』という言葉からどのようなことを想像されるでしょうか。言葉の響きから、

先生方が問題行動がないように生徒を指導することと捉えたり、生徒の問題行動に対する先生方の対応と考え

てしまうことが多いのではないでしょうか。当然、必要に応じた指導や対応も行われますが、それは生徒指導の

ある一面であり、違う一面も存在します。今回の学校だよりでは、『生徒指導』をもとに書かせていただきます。 

文部科学省発行の「生徒指導提要」（令和４年１２月）の生徒指導の定義では、〝児童生徒が、社会の中で

自分らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動のことであ

る。なお、生徒指導上の課題に対応するために、必要に応じて指導や援助を行う。〟と記載されています。 

つまり、生徒指導とは、問題行動への指導や対応だけでなく、児童生徒が自身を個性的存在として認め、自

分のよさや可能性に自ら気付き、それを伸ばしながら、社会生活で必要となる資質・能力を身に付けるための

教育活動ととらえることができるのです。 

教育という言葉は、「大人が子どもを教育する」のように、大人が主語で子どもが目的語になる形で用いられ

ることが一般的です。ただ、生徒指導においては、「生徒が大人になる」のように、生徒が主語になる形で進めて

いくことが大切です。 

【 主体的に取り組む泊中の生徒 】 

円陣を組み、生徒会長の話を聞く様子 

もちろん、全てを一から生徒に決めさせていくことは難しいか

もしれません。ただ、指導の中で、生徒が主体的に取り組めるよ

うな配慮を工夫することは可能であり、それを意図的・計画的に

行うことで、生徒一人ひとりに、自発性や主体性を育てていくこと

につながっていくと思います。 

泊中学校では、自発的に学びに向かう力、主体的に諸活動に

取り組む力を高めていけるよう、今後も、学校生活のあらゆる場

面を大切にしながら、自ら選び、自ら考え、自ら発信できる生徒

の育成に努めます。 

日 曜 校内行事等 部活 給食

1 土 ○ -

2 日 ○ -

3 月 文化の日 ○ -

4 火 ○ ○

5 水 放:全校集会⑦ ○ ○

6 木 学力テストC(３年生)　研修日⑦ × ○

7 金 生徒会企画（６時間目） ○ ○

8 土 泊村公民館まつり① ○ -

9 日 泊村公民館まつり② ○ -

10 月 不審者対応訓練 ○ ○

11 火 泊・神恵内合同研修　SDGsワークショップ × ○

12 水 放：生活習慣について ○ ○

13 木 分掌部会⑨ × ○

14 金 ３年２学期末テスト  進路説明会(18：00～)　ＳＣ来校日　村教研役員会 ○ ○

15 土 ○ -

16 日 ○ -

17 月 ○ ○

18 火 福祉ワークキャンプ（３年生） ○ ○

19 水 6校時＋放：ピアサポート ○ ○

20 木 １，２年テスト計画作成　職員会議⑨ × ○

21 金 ３年生三者面談（～11/28） ○ ○

22 土 ○ -

23 日 勤労感謝の日 ○ -

24 月 振替休日 ○ -

25 火 ○ ○

26 水 専門委員会⑩ ○ ○

27 木 ○ ○

28 金 研修日⑧　 × ○

29 土 × -

30 日 × -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10月 27日（金）、校長室で札幌法

務局倶知安支局人権作文コンテストの

表彰式が行われました。 

３年生の武田 琉聖さん、 ２年生の

佐藤 優空さんが見事入選し、倶知安

人権擁護委員の方から表彰状が手渡

されました。また、全校生徒へもファイル

が贈られました。 

10月 4日（土）、泊中学校体育館にて「文化活動発表会」が開催されました。 

今年のテーマは「Let’s Make History Together（共に歴史をつくろう）」──22名の

全校生徒が力を合わせ、泊中の新たな 1ページを刻みました。 

当日は、保護者・来賓の皆さまをはじめ、小学生や高校生、地域の方々など多くの方に

ご来場いただき、温かい拍手と声援が体育館いっぱいに響きわたりました。 

10 月 24 日（金）、泊中学校

体育館で「総合的な学習の時間

発表会」が行われました。 

１年生は「＃トマリ旅、始めません

か」、２年生は「泊村で暮らす 職

と生活」、３年生は「泊ににぎわい

を 泊村活性化プラン」と、学年ご

とにテーマを設け、調査・体験・ま

とめを経て、発表や映像で成果を

披露しました。 

取材や体験を通して得た成果

を自分の言葉で伝える姿に、成

長と自信が感じられました。 

特に３年生は、地域活性化の

提案を堂々と発表し、聞く人々を

うならせました。 

協力いただいた事業所の皆様

に感謝申し上げるとともに、今後

も地域と連携した学びを進めてま

いります。 

全校合唱「君と歩こう」「心の翼 君が広げたら」では、人数の少なさを感じさせないほ

どの力強く澄んだ歌声が会場を包み、聴く人の心を動かしました。 

舞踊では、代々受け継がれる「泊中ソーラン」を新たなアレンジで披露し、息の合った動

きと迫力で会場を魅了しました。 

短い時間ながらも、子どもたちが日々の努力を形にできた貴重なひとときとなりました。 

最後の発表会を終えた 3年生の表情には”達成感”があふれ、まさに「歴史を刻んだ」 

１日でした。ご来場・ご声援いただいた皆さまに感謝申し上げます。 
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